
京都市旅費条例の一部を改正する条例（令和２年３月３０日京都市条例第   号）（行財

政局人事部給与課） 

  日当を廃止するとともに，宿泊料を改定する等の必要があるので，次の措置を講じる

こととしました。 

１ 職員（教育委員会の所管に属する学校の教職員を含む。以下同じ。）に支給する日

当及び日額旅費並びに消防団員に支給する講習旅費を廃止することとしました。 

２ 宿泊料について，職員及び消防団員の宿泊地の属する地方の区分に応じて支給する

こととしました。 

３ その他規定を整備することとしました。 

  この条例は令和２年４月１日から施行することとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この条例は令和２年４月１日から施行することとしました。
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京都市旅費条例の一部を改正する条例を公布する。 

  令和２年３月３０日 

京都市長  門 川 大 作 

京都市条例第   号 

   京都市旅費条例の一部を改正する条例 

 京都市旅費条例の一部を次のように改正する。 

 第２条中「，日当」を削る。 

 第６条第１項第１号イ中「及び２級」を削る。 

 第１０条を削る。 

 第１１条第１項中「宿泊料は，」の右に「宿泊地の属する地方の区分及び」を加え，同条

第２項ただし書中「または」を「又は」に改め，同条を第１０条とする。 

 第１２条第１項中「命ぜられた」を「命じられた」に改め，「，日当」を削り，同条第２

項中「旅費法」を「「旅費法」」に改め，同条を第１１条とする。 

 第１３条を第１２条とし，第１４条を第１３条とし，第１５条を第１４条とし，第１６

条を削り，第１７条を第１５条とし，第１８条を第１６条とし，第１９条を第１７条とす

る。 

 別表を次のように改める。 

別表（第８条及び第１０条関係） 

級 職 員 の 区 分 

車 賃 

（１キロ

メートル

につき） 

宿 泊 料 

（ １ 夜 に つ き ） 

甲 地 方 乙 地 方 

特級 
京都市特別職の職員の給与に関

する条例の適用を受ける職員 

円 

３７  

円 

１４，８００  

円 

１３，３００  

１級 特級に該当する者以外の者 ３７  １３，１００  １１，４００  

備考 「甲地方」及び「乙地方」とは，それぞれ旅費法別表第１ １備考に規定する

甲地方及び乙地方をいう。 

   附 則 

（施行期日） 

１ この条例は，令和２年４月１日から施行する。 

（適用区分） 
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２ この条例による改正後の京都市旅費条例（以下「改正後の条例」という。）の規定は，

この条例の施行の日以後に出発する旅行について適用し，同日前に出発した旅行につい

ては，なお従前の例による。 

（経過措置） 

３ 前項の規定にかかわらず，令和２年４月１日までに赴任を命じられた者の旅行につい

ては，改正後の条例第１１条の規定は，適用せず，なお従前の例による。 

（関係条例の一部改正） 

４ 京都市消防団員旅費条例の一部を次のように改正する。 

  第２条を次のように改める。 

 第２条 消防団員の旅費の額は，京都市旅費条例別表１級の項に掲げる者が支給される

べき旅費の額に相当する額とする。 

  第３条を削り，第４条を第３条とする。 

５ 京都市教職員の給与，勤務時間等に関する条例の一部を次のように改正する。 

  第３９条後段中「「旅行中の日数に応じ，別表に定めるところにより」とあるのは「旅

行中１日につき２，３００円を」と，同条第２項中「別表」とあるのは「前項」と，同

条例第１１条第１項中「」を「「宿泊地の属する地方の区分及び」に，「管理職手当の支

給を受ける教職員で別に定めるもの」を「別に定める場合」に，「第１９条」を「第１

７条」に改める。 

  附則第２１項を附則第２２項とし，附則第２０項を附則第２１項とし，附則第１９項

の前の見出しを削り，同項を附則第２０項とし，同項の前に見出しとして「（関係条例

の廃止に伴う経過措置）」を付する。 

  附則第１８項を附則第１９項とし，附則第１４項から附則第１７項までを１項ずつ繰

り下げ，附則第１３項の前の見出しを削り，同項を附則第１４項とし，同項の前に見出

しとして「（関係条例の一部改正）」を付する。 

  附則第１２項の次に次の１項を加える。 

 （赴任旅費に関する特例） 

 １３ 令和２年４月１日までに赴任を命じられた者の旅行については，京都市旅費条例

の一部を改正する条例（令和２年  月  日京都市条例第  号）附則第３項の規

定を準用する。この場合において，「前項」とあるのは「京都市旅費条例の一部を改正

する条例（令和２年  月  日京都市条例第  号。以下この項において「旅費一

３　３０

３　３０
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部改正条例」という。）附則第６項」と，「改正後の条例」とあるのは「京都市教職員

の給与，勤務時間等に関する条例第３９条の規定において準用する旅費一部改正条例

による改正後の京都市旅費条例」と読み替えるものとする。 

（関係条例の一部改正に伴う適用区分） 

６ 第４項の規定による改正後の京都市消防団員旅費条例の規定及び前項の規定による改

正後の京都市教職員の給与，勤務時間等に関する条例第３９条後段の規定は，この条例

の施行の日以後に出発する旅行について適用し，同日前に出発した旅行については，な

お従前の例による。 

（行財政局人事部給与課） 


